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以前より技術情報への証拠性確保の大切さを理解し
ていた弊社は、特許庁の先使用権ガイドラインが出
される以前から、正確な時刻情報と文書の非改ざん
性を証明できるタイムスタンプを、2008年より導入し、
運用を行ってまいりました。
研究員が行った研究については、「研究者自身が最
後まで責任を持つ」というポリシーを大切にしており、
各人でタイムスタンプの付与と管理を実施していまし
た。実際に製品の完成がライバル企業の特許出願
数日前というような事態もありましたが、タイムスタン
プ付与を行っていたことで、当社製品がいつ完成した
のかを管理できていたこともあり、トラブルが回避で
きるケースもありました。

タイムスタンプ導入から9年が経過した時に、今まで
蓄積した膨大な技術情報の管理と、それを利用した
知財戦略を実施するため、2018年4月にシステムを刷
新しました。
新システムでは、管理や運用におけるメリットはもち
ろんのこと、今まで以上にタイムスタンプの付与が簡
単に行えることから利用部門や人数が増え、今まで
以上に技術情報の蓄積が実現できるようになったこと
が大きな強みです。
今後も自社で開発した技術情報の保護、また高度で
多様化する知財戦略に向け、積極的にタイムスタン
プを利用していきたいと思います。

タイムスタンプ付与されたデータの統合管理及び有効性延長の
自動化システム導入による業務効率化を実現！

沢井製薬株式会社様は、1929年に現在の前身となる澤井薬局を創業。ジェネリック医薬品業界のリーディングカンパニーとし

て、一人でも多くの患者さんに高品質で信頼できるジェネリック医薬品をお届けすることを使命に、事業活動を行っております。

超高齢社会を迎える日本において、今後ますますジェネリック医薬品のニーズは高まり、その社会的意義も大きくなっていくこ

とが期待されます。



タイムスタンプが付与された技術情報を体系的に管理する文書管理ソリューショ
ンの導入で、客観的かつ段階的なデータの証拠性が主張できる運用と内部統制
強化を実現
今までは技術情報が部門または個人単位で保存されていたため、関連性が分かりづらく、また同じようなデータが複数存在するような状況でした。
今回刷新したシステムでデータの一元管理を行ったことにより、研究テーマや製品毎の関連性がひと目で分かる仕組を実現。過去から蓄積された
データの検索も容易に行えるようになり、知財戦略での運用に大いに役立てられるシステムとなりました。
また、タイムスタンプの有効期限「１０年」が切れる前に、自動的に有効性延長を漏れなく行うことができる機能も導入。証拠性を維持した情報管理
を長期で運用できる様になっています。
今後は独立行政法人 工業所有権情報・研修館（INPIT)がサービス提供を行っている「タイムスタンプ保管サービス」との連携も予定しており、
グローバル活用を見据えた技術情報の証拠性の確保に取り組んでいきます。
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過去から付与されたタイムスタンプ
について、有効期限が切れる直前に
自動的に延長を実施。

INPIT管理情報

タイムスタンプ
付与・検索

タイムスタンプ付与されたデータを
INPIT側に登録。預けたファイル、
トークン、預入証明書を一括管理。

指定したフォルダにデータを保存する
ことで、自動的にタイムスタンプ付与。
また動画や音声についても包袋機能を
活用してタイムスタンプ付与を実施。
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